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2017 年 6 月 1 日	

	

日本アプライド・セラピューティクス（実践薬物治療）学会	

OTC	薬、プライマリケアを対象とする薬剤師の臨床判断ワークショップ認定制度委員会	

	

第2回OTC薬、プライマリケアを対象とする薬剤師の臨床判断ワークショップ認定指

導者認定試験について	

	

【OTC	薬、プライマリケアを対象とする薬剤師の臨床判断ワークショップ認定指導者認定

試験について】	

日本アプライド・セラピューティクス（実践薬物治療）学会では、OTC 薬、プライマリケアを
対象とする薬剤師の臨床判断ワークショップ認定指導者の認定を行っております。	

認定薬剤師は、頭痛、腹痛、咳・呼吸困難、皮膚・粘膜症状の 4症候ワークショップに参加する
ことによって、	

(1)主要 4 症候(頭痛、腹痛、咳・呼吸困難、皮膚・粘膜症状)に関する薬剤師による臨床判断
に取り組み、適切な対処法を提案する考え方を習得していること、	

(2)「OTC	薬、プライマリケアを対象とする薬剤師の臨床判断ワークショップ」	の企画・運営
に加わり、薬剤師、学生を教育できること	

を、口頭試験を通じて認定します。	

 
【OTC	薬、プライマリケアを対象とする薬剤師の臨床判断ワークショップ認定指導者申請

に必要な資格・要件】	

以下のすべての資格・要件を満たすこととしています。	

（１）日本国の薬剤師免許を有し、薬剤師として優れた人格と見識を備えていること。業務経験は

問わない。	

（２）申請時において本学会正会員であり、かつ会費を完納していること。	

（３）本学会の主催する「OTC	薬、プライマリケアを対象とする薬剤師の臨床判断ワークショップ」

の主要4	症候のワークショップに参加していること。	

（４）本学会の主催する「OTC	薬、プライマリケアを対象とする薬剤師の臨床判断ワークショップ」

にプリセプターとして1	回以上参加していること。	

	

詳細は、OTC	薬、プライマリケアを対象とする薬剤師の臨床判断ワークショップ認定指導者制度規

定を参照してください。	

http://www.applied-therapeutics.org/page17.html 
 
【認定試験実施概要】	 	

(1)	試験日	2017	年9	月3	日（日）	

(2)	試験開始	10	時30	分～（受付は10	時～）	

(3)	試験時間	15	分	面接口頭試験	

(4)	試験会場	受験票に記載します（東京駅近辺を予定）	
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【認定申請方法と認定までの概要】	

認定申請期間：2017	年6	月12	日(月)～2017	年7	月3	日(月)（必着）	

	

(1) ①申請書	
②主要4	症候とプリセプター修了証のコピー	

③返信用の82円切手が貼ってある封筒を2枚（封筒の宛先に申請者の住所・氏名を記載）学会

事務局まで郵送してください。	

郵送先（学会事務局）：	

〒100-0003	

東京都千代田区一ツ橋	１－１－１	

パレスサイドビル	

(株)毎日学術フォーラム内	

日本アプライド・セラピューティクス学会事務局	

OTC	薬、プライマリケアを対象とする薬剤師の臨床判断ワークショップ認定指導者	

認定試験担当	まで	

	

(2)	申請書が到着すると、事務局で申請書類を確認した後に、認定審査料納入	

の口座番号をメールでお知らせします。	

その後、学会事務局で入金が確認できた時点で、申請受付が確定します。	

平成29	年7	月29	日（土）までに15,000	円の認定審査料を納入してください。	

申請の確定後に受験票を申請者に送付します。	

	

(3)	面接口頭試験	

	

(4)	合格者は指定口座へ期日までに 5,000 円を入金していただきます。	

	

(5)	認定証を送付します。	

	

ご不明な点がございましたら、下記担当までお気軽にお問い合わせください。 
日本アプライド・セラピューティクス（実践薬物治療）学会事務局	

OTC	薬、プライマリケアを対象とする薬剤師の臨床判断ワークショップ認定指導者	

認定試験担当	まで	

	

〒100-0003	東京都千代田区一ツ橋	１－１－１	 パレスサイドビル 9階	

	 	(株)毎日学術フォーラム内	

	 				TEL．03-6267-4550	

						FAX．03-6267-4555	

			 		E-mail:ats@mynavi.jp		

学会ＨＰ：http://www.applied-therapeutics.org/	
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【認定試験見本問題および解答例の掲示】		

見本問題として3	問を公開します。		

	

①	医療面談の標準的な手順は、1.自覚症状に関する質問、2.心理・社会的情報		

に関する質問、3.過去（既往歴、服用歴等）に関する質問に分類されます。		

このうち、1.自覚症状に関する質問の手順について、説明してください。		

解答		

	

L（Location）（部位）	どこが？		

Q	(Quality）（性状）	どのように？		

Q（Quantity）（程度）	どのくらい？		

T（Timing）（時間と経過）	いつ？	いつから？		

S（Setting）（状況）	どのような状況で？		

F（Factor）（寛解・増悪因子）	どんな具合に悪くなる？（良く		

なる？）		

A（Associated	manifestation）（随伴症状）同時にどんな症状があるのか？		

	

②	脳血管性障害が疑われ、見逃してはいけない緊急性の高い疾患を３つ挙げて		

ください。		

解答		

	

１．	くも膜下出血		

２．	脳内出血・脳梗塞		

３．	脳動静脈奇形破裂		

４．	側頭動脈炎		

５．	動脈解離（椎骨動脈解離、内頸動脈解離）		

	

③	生理の前になると腹部の痛みが強くなると訴える３０代女性で、痛みの程		

度が軽度でOTC	で対処すべき場合の薬は何を提案すべきでしょうか？	ま		

た、OTC	で対処せずに受診を進める場合はどのようなときでしょうか？		

解答		

	

（OTC）	NSAIDｓ	月経開始の予兆があれば、予防的に服用するとよいでし		

ょう。		

（受診）	痛みがひどい場合、NSAIDｓ（OTC	薬）などを服用しても痛みのコ		

ントロールが不十分な場合		

	

テキスト：		

アルゴリズムで考える薬剤師の臨床判断	症候の鑑別からトリアージまで		

昭和大学薬学部薬学教育学	教授	木内	祐二	編	南山堂	 	


